
掲載日:　西暦　　2024年12月2日

研 究 題 名
急性期脳梗塞患者の退院時modified Rankin Scaleに影響する入院時
National Institute of Health Stroke Scale下位項目の検討とカットオフ値
の算出

対 象 患 者
2019年12月1日～2021年12月31日の期間に脳梗塞のため当院脳神経外科に

入院された患者様

研究目的及び内容

入院時National Institute of Health Stroke Scale（NIHSS）が、退院時の日常生
活の自立度に影響するかを調査します。NIHSSとは、脳卒中の症状の重症度
の評価に用いられます。意識や運動、感覚など全11項目について、質問や動

作の確認にて評価する検査です。

使用する患者情報等
患者様の診療録（カルテ）から、NIHSSスコア、年齢、既往歴、脳梗塞の部位な

どの情報を使用させていただきます。

研 究 担 当 者  所属・職名： 中央リハビリテーション部　　 氏名：大倉　健嗣

 共同研究所属：  脳神経外科

 共同研究者:　足立　吉陽

研 究 期 間  西暦　　  2020年　　　1月　　7日　　　～　　　2025年　　　3月　　16日

研 究 区 分 □　臨床研究　　・　☑　観察研究　　・　□　その他

倫理審査の有無 □　無　　・　☑　有　(決済日:2024年　11月　11日 承認No.   524        )

利益相反の有無 ☑　無　　・　□　有　(決済日:　　　年　　　月　　　日 承認No.    　　 　      )

医薬品や物品の提供 ☑　無　　・　□　有　(名称:　　　　　年　　　　月　　　　日 )

学会発表・論文投稿 □　無　　・　☑　有　(　　第37回岡山県作業療法学会発表予定　　)

 所属： 中央リハビリテーション部 　  氏名：大倉　健嗣

 TEL：  086-262.-0131(代)　　    FAX：　086-262-3391

備　　考

研 究 分 担 者

臨床研究名: 急性期脳梗塞患者の退院時modified Rankin Scaleに影響する入院時
National Institute of Health Stroke Scale下位項目の検討とカットオフ値の算出

問い合わせ先
相談窓口

岡山労災病院では、以下の研究を行っています。
当研究では、患者さんからのカルテデータ使用についての同意がなかったものについては使用していません。
また同意した後に同意撤回することも可能です。その場合でも患者さんの不利益が生じることはありません。


